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ように簡単に区別できる場合とは限らない。例えば、a bed を学習したすぐあとに a も-s もつかない go to bed に出会
う。逆に at school を学習のあと、at a school（for service dogs）が出てくる。これらの表現はたいてい慣用表現と
して扱われ、「なぜ」の部分は説明されない場合が多い。冠詞は名詞の〈数〉と深く関わる。名詞が可算である場合
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題に正面から取り組み、精力的に論を展開している。論の基盤となるのは認知言語学における言語主体の「ものの捉
え方」であり、名詞の多様なあり方を境界性・個別性・相互連結性に焦点をあて分析するとともに、捉え方の拡張過
程も射程にいれ、名詞の数の概念の表れ方を体系的に捉え直している。また、冠詞の使用についても新たな導入法を
提唱し、従来の入門期英語教育で固定的あるいは個別的になりがちであった教授法に一石を投じている。さらに、こ
のような捉え方を敷衍して教材を作成し、教育現場で実践するとともに、プレテストとポストテストにおける統制群
との比較による量的分析と、インタビューやアンケートによる質的分析により、その教育効果の検証を行っている。 
 論の細部においてはより緻密な咀嚼が望まれるところがあるものの、新しい視点を導入して体系化を行い、教育に
還元して効果を実証した点で、その一貫性と有効性をめざす試みは特筆に価する。とくに中等英語教育における躓き
の一因の解決に向け、具体的な教材および教授法を示しえた点で、その貢献は少なくないといえよう。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
